










調査問題と「不確かさ」の要素との関連 

探究の 

過程 

「不確かさ」の 
分類 

「不確かさ」の要素 設問２ 
設問３ 

設問４ 設問５ 
（１） （２） 

仮
説
の
設
定 

情報 

(非形式的論理) 

情報源（人） 〇     

情報源（本・メディア等）      

経験 

(経験的論理) 

似た経験 〇     

特殊な経験 〇     

一人の経験 〇     

つじつま 

(場当たり的な論理) 
つじつま合わせ  〇    

他人の意見 

(社会的相互作用 

による論理) 

人との合意  〇    

信頼している人との同調  〇     

中心的な人との同調  〇    

感覚 

(個人的な論理) 

直観      

空想  〇    

思い込み 〇     

検
証
計
画
の
立
案 

たしかめられる 

(実証性) 

現実的な実験      

条件制御   〇   

同じ条件 

(再現性) 

誰でも   〇   

いつでも      

どこでも      

何度でも      

誰もが納得 

(客観性) 

予想との関連   〇   

数値化   〇   

実験の回数   〇   

実験の種類      

結
果
の
処
理
／
考
察
・
結
論
の
導
出 

結果の見直し 

(データの処理) 

結果の選択    〇  

外れデータ    〇  

データのずれ 

(誤差の検討・

解釈) 

誤差の原因      

誤差の範囲    〇  

誤差の説明      

実験の見直し 

(実験の振り返り) 

予想の振り返り      

実験方法の見直し     〇 

実験のやり直し     〇 

結論 (論理性) 科学的な結論    〇  



問題 得点 採点する上での評価基準 【「不確かさ」の要素】 

２ 

記述 

６点 

以下の①〜⑥をすべて記述することができる。 
① ⽔をたくさんあげれば⼤きくなると思い込んでいることを指摘している。 

【1.5.c 思い込み】（１点） 
② ベランダで育てたという特別な条件であることを指摘している。 

【1.2.b 特殊な経験】（１点） 
③ 先⽣だけの経験を鵜呑みにしていることを指摘している。  

                     【1.2.c 一人の経験】（１点） 
④ アサガオで⼤きく育ったからといって、⼤根も⼤きく育つと考えていること

を指摘している。              【1.2.a 似た経験】（１点） 
⑤ 先⽣だからという理由で、その事実は確かだと断定していることを指摘して

いる。            【1.4.b 信頼している人との同調】（１点） 
⑥ ⼈から聞いた「種をたたいてから植えるとよい」という話を鵜呑みにしてい

ることを指摘している。           【1.1.a 情報（人）】（１点） 
５点 ① 〜 ⑥のうち、５つ記述することができる。 
４点 ① 〜 ⑥のうち、４つ記述することができる。 
３点 ① 〜 ⑥のうち、３つ記述することができる。 
２点 ① 〜 ⑥のうち、２つ記述することができる。 
１点 ① 〜 ⑥のうち、１つ記述することができる。 

０点 
・何も記述していない。 
・会話⽂を抜粋しただけで、指摘した理由が述べられていない。 
・①〜⑥以外の事柄が記述されている。 

採点上
の注意 

会話⽂を抜粋しただけでは、加点しない。記述の中に、指摘した理由が書かれて
いる、または指摘した理由が読み取れる場合に加点する。 

３(1) 

記述 

４点 

以下の①〜④をすべて記述することができる。 
① ⽇かげが涼しいのは、地⾯がぬれているからではなく⽇光があたっていない

からであり、打ち⽔をすると⽇かげと同じような状態になるという論理は適
切ではないことを指摘している。     【1.3 つじつま合わせ】（１点） 

② 涼しくなることについて、「⾒た⽬が涼しい」「⽔は涼しく感じる」「⽔は冷
たいイメージ」という⾮科学的な捉え⽅をしていることを指摘している。 

【1.5.b 空想】（１点） 
③ 複数⼈が同じ考えだからといって、その考えが妥当であると結論付けている

ことを指摘している。            【1.4.a 人との合意】（１点） 
④ 理科が得意な⼈が⾔うことは正しいとしていることを指摘している。 

【1.4.c 中心的な人との同調】（１点） 
３点 ① 〜 ④のうち、３つ記述することができる。 
２点 ① 〜 ④のうち、２つ記述することができる。 



１点 ① 〜 ④のうち、１つ記述することができる。 

０点 
・何も記述していない。 
・会話⽂を抜粋しただけで、指摘した理由が述べられていない。 
・①〜④以外の事柄が記述されている。 

採点上
の注意 

会話⽂を抜粋しただけでは、加点しない。記述の中に、指摘した理由が書かれて
いる、または指摘した理由が読み取れる場合に加点する。 

３(2) 

記述 

５点 

以下の①〜⑤をすべて記述することができる。 
① 問題を解決するための実験⽅法（⽔をまく場所）が適切でないことを指摘し

ている。                  【2.3.a 予想との関連】（１点） 
② ⾒た⽬や感じ⽅で涼しさを判断しようとしていることを指摘している。 

【2.3.b 数値化】（１点） 
③ ⽔をまく場所について、別の場所で⾏った実験を同じ条件下で⾏った実験と

⾒なそうとしていることを指摘している。   【2.1.b 条件制御】（１点） 
④ 特定の⼈の実験の仕⽅や感じ⽅で、涼しさを判断しようとしていることを指

摘している。                                  【2.2.a 誰でも】（１点） 
⑤ 実験の回数を１回でよいとしていることを指摘している。 

【2.3.c 実験の回数】（１点） 
４点 ① 〜 ⑤のうち、４つ記述することができる。 
３点 ① 〜 ⑤のうち、３つ記述することができる。 
２点 ① 〜 ⑤のうち、２つ記述することができる。 
１点 ① 〜 ⑤のうち、１つ記述することができる。 

０点 
・何も記述していない。 
・会話⽂を抜粋しただけで、指摘した理由が述べられていない。 
・①〜⑤以外の事柄が記述されている。 

採点上
の注意 

会話⽂を抜粋しただけでは、加点しない。記述の中に、指摘した理由が書かれて
いる、または指摘した理由が読み取れる場合に加点する。 

４ 

選択 

1 点 正答 ３【科学的な結論】 

０点 誤答 ３以外 

４ 

記述 
３点 

以下の①〜③をすべて記述することができる。 
① データにばらつきがあるものの、ゴムをねじった回数が５０回の⾞は３回と

も５ｍ付近まで進んだことを記述している。  【3.1.d 誤差の範囲】（１点） 
② ゴムをねじった回数が４０回の⾞は、３回の実験のうち１回は５ｍまで進ん

だが、他の２回と⽐較すると結果が⼤きく外れていることから、このデータは
使⽤しないことを記述している。       【3.1.a 結果の選択】（１点） 

③ ゴムをねじった回数が４０回の⾞の実験データについて、結果が⼤きく外れ
たデータについて、⾃分なりの考えが記述されている。 



【3.1.b 外れデータ】（１点） 
２点 ① 〜 ③のうち、２つ記述することができる。 
１点 ① 〜 ③のうち、１つ記述することができる。 

０点 
・何も記述していない。 
・①〜③以外について記述している。 

５ 

記述 

２点 

以下の①〜②をすべて記述することができる。 
① ⼤きく外れた実験結果に対して、電池の残量以外の原因の可能性を指摘して

いる。               【3.3.b 実験方法の見直し】（１点） 
② 得られた実験結果から、実験を⾒直したり、再実験をしたりする必要があるに

も関わらず、原因を決めつけて、実験のやり直しをしていないことを指摘して
いる。                 【3.3.c 実験のやり直し】（１点） 

１点 ① 〜 ②のうち、１つ記述することができる。 

０点 
・何も記述していない。 
・会話⽂を抜粋しただけで、指摘した理由が述べられていない。 

採点上
の注意 

会話⽂を抜粋しただけでは、加点しない。記述の中に、指摘した理由が書かれて
いる、または指摘した理由が読み取れる場合に加点する。 

 



調査問題と「不確かさ」の要素との関連 

探究の 

過程 

「不確かさ」の 
分類 

「不確かさ」の要素 設問２
設問３ 

設問４ 設問５ 満点 
（１） （２）

仮
説
の
設
定 

情報 

(⾮形式的論理) 
情報源（⼈） １点     

１点 
情報源（本・メディア等）      

経験 

(経験的論理) 

似た経験 １点     

３点 特殊な経験 １点     

⼀⼈の経験 １点     

つじつま 

(場当たり的な論理) 
つじつま合わせ  １点   

 
１点 

他人の意見 

(社会的相互作⽤ 
による論理) 

⼈との合意  １点    

３点 信頼している⼈との同調 １点     

中⼼的な⼈との同調  １点    

感覚 

(個⼈的な論理) 

直観      

２点 空想  １点    

思い込み １点     

検
証
計
画
の
立
案 

たしかめられる 

(実証性) 
現実的な実験      

１点 
条件制御   １点   

同じ条件 

(再現性) 

誰でも   １点   

１点 
いつでも      

どこでも      

何度でも      

誰もが納得 

(客観性) 

予想との関連   １点   

３点 
数値化   １点   

実験の回数   １点   

実験の種類      

結
果
の
処
理
／
考
察
・
結
論
の
導
出 

結果の見直し 

(データの処理) 
結果の選択    １点  

２点 
外れデータ    １点  

データのずれ 

(誤差の検討・
解釈) 

誤差の原因      

１点 誤差の範囲    １点  

誤差の説明      

実験の見直し 

(実験の振り返り) 

予想の振り返り      

２点 実験⽅法の⾒直し     １点 

実験のやり直し     １点 

結論 (論理性) 科学的な結論    １点  １点 
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